












 
 

 
 











 

















 









この資料は審査会用に作成したものです。審査の過程で変更されることもありますので、取扱いにご注意願います。 
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準備書 p.8-2～8-6 に示す、「8.2 事後調査項目の選定」の記載について更新を行います。更新箇

所は赤字で示します。 

 

表 16-4（1） 事後調査項目を選定した理由・選定しない理由（供用時） 

（準備書 p.8-5 表 8.2（1）） 

環境影響評価項目 
環境影響要因 

選

定 
選定した理由・選定しない理由 

評価項目 細目 

生物多様性 

動物 
施設の存在・土地

利用の変化 
〇 

施設の存在・土地利用の変化により、動物

の生息及び生態系に影響を及ぼす可能性があ

り、環境の保全のための措置として挙げた項

目について、環境保全の効果に不確実性があ

るため、事後調査項目として選定します。 

植物 
施設の存在・土地

利用の変化 
× 

生態系 
施設の存在・土地

利用の変化 
〇 

騒音 騒音 来園車両等の走行 × 

来園車両の走行に伴う騒音の影響は小さい

と考えられることから、事後調査項目として

選定しません。 

 

表 16-4（2） 事後調査項目を選定した理由・選定しない理由（供用時） 

（赤字：準備書からの変更箇所） 

環境影響評価項目 
環境影響要因 

選

定 
選定した理由・選定しない理由 

評価項目 細目 

温室 

効果ガス 
温室効果ガス 施設の運営 × 

省エネルギー型機器等の導入や再生可能エ

ネルギーの活用など、適切な環境の保全のた

めの措置を行うため、温室効果ガス（二酸化

炭素）排出量を可能な限り抑制できると考え

られることから、事後調査項目として選定し

ません。 

生物多様性 

動物 
施設の存在・土地

利用の変化 
〇 

施設の存在・土地利用の変化により、動物

の生息及び生態系に影響を及ぼす可能性があ

り、環境の保全のための措置として挙げた項

目について、環境保全の効果に不確実性があ

るため、事後調査項目として選定します。 

植物 
施設の存在・土地

利用の変化 
× 

生態系 
施設の存在・土地

利用の変化 
〇 

騒音 騒音 来園車両等の走行 × 

来園車両の走行に伴う騒音の影響は小さい

と考えられることから、事後調査項目として

選定しません。 

 

 

  














































